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昭和 35年度 
高い両備地域の農業生産性 
県下地域別 専兼業別にみた農家経済 

農林省岡山県統計調査事務所は４月 20日、岡山県

内の地域別、専兼業別の農家経済調査の結果を発表

しましたが、その概要を抜すい紹介するとつぎのよ

うです。 

 調査結果の地域区分は同事業所で決めている両備、

備北、美作の３地域で、それぞれの地域に含まれる

地区は、 

〔両備〕＝岡山、倉敷、玉野、児島、玉島、笠岡、

西大寺、井原、総社、の各市、御津、赤

磐、和気、邑久、上道、児島、都窪、浅

口、小田、吉備の各郡 

［備北］＝高梁、新見の両市、上房、川上、阿哲の

各郡 

［美作］＝津山市、真庭、苫田、勝山、英田、久米

の各郡 

 

とされています。 

 調査対象とされた農家概要は（別表１）のとおり

167 農家で、経営規模のうち１戸当り平均耕地面積で

は備北地域のうち１戸当り平均耕地面積では備北地

域の平均が 6.6 反で、美作地域のそれにくらべ 2.1

反小さく、水田率も大きく下回っています。 

 地域別の農業粗利益と経営費のうちで畜産収入の

県平均は１戸当り６万 6,000 円で、総収入に対して

21％、最も高いのは美作地域の 8万 4,781 円で 30％

その内訳では、牛乳生産では両備の生産が約１万

4,700 円で、最も高く、美作、備北の順で、備北は逆

に鶏卵収入が最も大きくなっています。 

 農業経営費としての支出では、家畜購入等は美作

地域約１万 6,500 円で最も大きく、備北が最低の約

4,700 円であるのに対して、飼料としての支出は、備

北が約４万 4,000 円で最高となっています。 

 また農業所得額では、両備地域は焼く 21 万 4,000

円で最も大きく、美作、備北の順で、備北は両備に

くらべ９万円も低く、農業所得率でも同じく備北が

最も低位にあり、労働生産性、土地生産性の試算か

らも両備、美作、備北の順に優位にあり、各地域間

の農業経営にかなりの格差があるように見受けられ

ます。 

 

２等乳をなくそう 

（搾乳の注意） 

（１）乳房の附近の毛はつねに短く刈り、１日１回

は牛をきれいに拭いていつもきれいにしておく。 

（２）牛舎内はつねに採光、換気、排水に気をつけ

清潔にすること。（３）乳を搾る前には手をきれい

に洗い、乳房も充分ふいて毛やごみを乳の中に落

さないようにする。（４）しぼり始めの２ないし３

握の牛乳は必ず搾乳バケツには搾らず、別の容器

にとって捨てる。（５）搾乳用の器具は２～３％の

荷性ソーダ液でよく洗い、そのあと必ず塩素剤か

逆性石けんなどで消毒し、ロ過布は熱湯でよく洗

い、よく乾かしたものを使用する。（６）搾った牛

乳はすぐロ過し、井戸か冷たい水が絶えず入れか

わる冷却槽に入れて、消毒した撹拌棒で上下によ

くまぜながら、摂氏 15度以下に早く冷すことが肝

心。（７）冷たい牛乳と温かい牛乳を混ぜるときは、

必らず同じ温度に冷してから混ぜること。 
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